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「

（

旧

海

軍

）

連

合

艦

隊

司

令

部

日

吉

台

地

下

壕

の

保

存

を

求

め

る

署

名

」

を

集

め

、

横

浜

市

長

お

よ

び

神

奈

川

県

知

事

に

陳

情

す

る

こ

と

が

本

決

り

と

な

り

ま

し

た

。

保
存
の
会
は
一
九
八
九
年
の
発
足
以
来
、
地
道
に
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
に
な
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
は
延
べ
七
三
〇
名
余
力
、
会
報
は
第
三
五
号
を
お
届
け
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

会
の
代
表
者
（
鮫
島
会
長
、
東
郷
副
会
長
、
寺
田
事
務
局
長
）
　
と
慶
応
義
塾
の
担
当
理
事
と
の
第
1
回
公

式
会
見
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
地
下
壕
見
学
の
希
望
者
も
あ
と
を
た
た
ず
、
時
に
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
は
三
回
を
重
ね
、
多
く
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
時
期
に
、
か
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
る
陳
情
署
名
を
集
め
る
こ
と
が
、
幹
事
会
、
運
営
委
員

会
で
数
回
に
わ
た
り
錬
ら
れ
、
実
行
に
移
す
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
署
名
を
集
め
る
た
め
に
は
、

大
勢
の
方
々
の
力
が
必
要
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
五
名
以
上
の
署
名
を
集
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

用
紙
の
追
加
を
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
自
分
で
コ
ピ
ー
し
て
用
紙
を
つ
く
り
、
集
め
て
く

だ
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

署
名
の
書
き
方
に
つ
い
て
①
居
住
地
は
ど
こ
に
お
住
い
で
も
結
構
で
す
。
②
住
所
は
　
「
〃
　
」
　
に
せ
ず
、
一

人
ず
つ
書
い
て
く
だ
さ
い
。
③
印
鑑
の
な
い
時
は
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。
④
ペ
ン
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
お
書
き
く
だ
さ
い
。
⑤
未
成
年
で
も
判
断
で
き
る
年
齢
な
ら
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

同
封
の
封
筒
に
い
れ
て
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
れ
ば
．
、
切
手
は
い
り
ま
せ
ん
。

十

一

月

三

十

日

ま

で

に

投

函

し

て

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

な
お
、
会
員
以
外
の
方
々
に
も
お
願
い
す
る
予
定
で
、
こ
れ
ま
で
地
下
壕
見
学
に
参
加
さ
れ
た
方
、

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
に
来
ら
れ
た
方
、
生
協
や
労
働
組
合
、
学
生
ゼ
ミ
な
ど
に
も
声
を
か
け
て

い
ま
す
。



（3） 1995年9月27日　第35号

「

（

旧

海

軍

）

連

合

艦

隊

司

令

部

日

吉

台

地

下

壕

の

保

存

を

求

め

る

署

名

」

）

に

ご

協

力

下

さ

い

今
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

五
〇
周
年
の
年
に
あ
た
り
、
世
界

で
も
日
本
で
も
様
々
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
第

二
次
世
界
大
戦
の
よ
う
な
大
き
な

出
来
事
に
な
り
ま
す
と
、
人
に
よ

り
そ
の
位
置
づ
け
、
解
釈
は
様
々

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
悲
惨
、
不
幸
を
繰

り
返
し
て
よ
い
と
思
う
人
は
誰
ひ

と
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。

も
か
し
五
〇
年
と
い
う
歳
月
は

決
し
て
短
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ま
世
代
も
交
代
し
つ
つ
あ

り
、
戦
争
の
直
接
の
体
験
も
少
し

ず
つ
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
過
去
の
不
幸
は
一
時
も
早
く

忘
れ
た
方
が
良
い
と
考
え
る
人
も

お
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
ド
イ
ツ

の
大
統
領
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
氏
も

言
う
よ
う
に
、
過
去
に
目
を
閉
ざ

せ
ば
未
来
も
正
し
く
見
え
な
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幸
か
不
幸
か
日
吉
台
の
地
下
に

は
旧
海
軍
連
合
艦
隊
司
令
部
の
地

下
壕
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
先
の
戦
争
の
第
一
級
の
遺
跡
で

す
。
こ
れ
を
保
存
し
一
般
に
公
開

す
る
こ
と
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
重
要
さ
を
認
識
し
て
行
く

う
え
で
の
ま
た
と
な
い
助
け
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
署
名

に
積
極
的
に
ご
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

慶

応

義

塾

と

の

公

式

会

見

開

始

七
月
二
二
日
（
土
）
午
後
一
時

よ
り
日
吉
事
務
長
室
で
地
下
壕
の

保
存
の
会
の
代
表
と
義
塾
の
小
谷

津
理
事
と
の
第
一
回
公
式
会
見
が

行
な
わ
れ
た
。
会
か
ら
は
鮫
島
会

長
、
東
郷
副
会
長
、
寺
田
事
務
局

長
が
出
席
。
当
局
側
か
ら
は
小
谷

津
理
事
の
他
、
斎
藤
事
務
長
、
松

本
庶
務
課
長
が
出
席
し
た
。

義
塾
の
新
理
事
会
発
足
当
初
か

ら
非
公
式
会
見
が
数
回
行
な
わ
れ

て
お
り
、
第
一
回
公
式
会
見
で
何

ら
か
の
問
題
解
決
の
て
が
か
り
が

つ
か
め
る
も
の
と
期
待
し
て
い
た

の
だ
が
、
見
る
べ
き
成
果
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
。

①
当
局
は
行
政
当
局
の
「
対
応
策
」

が
得
ら
れ
る
ま
で
は
静
観
の
方
針

で
、
壕
の
見
学
も
正
式
に
は
行
な

っ
て
い
な
い
。
②
横
浜
な
ど
の
行

政
当
局
の
動
き
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
。
③
戦
後
五
〇
年
を
記
念

し
た
行
事
は
当
局
と
し
て
考
え
て

い
な
い
。
④
し
た
が
っ
て
理
事
会

に
も
正
式
に
保
存
の
問
題
を
は
か

っ
た
こ
と
が
な
い
。

以
上
四
項
目
が
明
ら
か
に
な
っ
た
人

一
昨
年
来
、
保
存
の
会
と
の
数

回
の
非
公
式
会
見
が
も
た
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
当
局
は
何
等
積

極
的
な
方
針
を
出
そ
う
と
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
が
、

会
と
し
て
は
辛
抱
強
心
交
渉
を
行

な
っ
て
展
望
を
見
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。



4

50年前私の町は戦場だったのか，これが第一印象。また，日吉の司令部の話は前から
知っていたが写真で見ると改めて考えるものがある。それよりも，戦時下の教科書や教育，

これが第一に印象深い。一言，こんな教育を2度と許すな！　　31才

戦時下の学校の教科書やそれにスミぬりをしたものを初めて実際に見ました。国民全部
がマインドコントロールされていたような時代が，ほんの50年前にあったかと思うとお
どろくばかりです。33才

コベル神父とご家族の方の業績を知って，胸がつまると同時に感激もしました。2度と
戦争を繰り返さないために，地球上での民族紛争を終結していくために，私は何がやれる
のか。教師として何を生徒に教えればよいか。新たな決意に立つことができました。この
戦争展が，たくさんの団体・個人・草の根の運動をつなぐ大きなステップとなりつつある
ことを確信しています。39才

慰安婦の問題・731部隊・毒ガス兵器・連行etc，etc知っているつもりでも一
つずつほりおこしていくと，まだまだしらないことばかりでハッとします。一例として相
模湖のピクニックランドにも子どもたちがよく行きますが，違った目で見つめることにな
りそうです。悲劇をくり返さないため，そういった説明の記念碑がたくさん必要ですね。
37才

学童疎開や強制連行とか戦争遺跡など，特に神奈川県内にそのあとが残っているのが身
近で生なましく感じられました。それから米軍機墜落事件の展示を見たのは初めてですが
亡くなった方の無念が思われて，あらためて基地はいらないと思いました。43才

神奈川にこんなにいろんな団体が平和のために闘っているという事実に心をとらえられ
ました。時の流れの中で埋もれようとする歴史を掘りおこし，事実を明らかにする中で平
和は守られ平和はひきつがれていくという実感を持つことができました。この会を支え
た方々に感謝いたします。46才

神奈川新聞が戦争中，軍国主義者のお先棒かつぎをして国民を戦争へかりたてた過去を
自ら検証し反省したことをはじめて知りました。大新聞が揃って戦争中の姿勢についてほ
おかむりを決め込んでいる中で立派な態度で信頼感を抱きました。52才

神奈川県内にあった日吉地下・藤沢基地・栄区の姿が良くわかった。65才

先日，日吉海軍司令部の壕を見て来たところですが，司令が丘にのぼって笑い話に盡き
るところとなり，間違った先の見通しの無い戦争に一握りの国の指導者に左右された日本
の末路は全くざんきに耐えぬ°多くの敢えて言うなら兵士・民間人，財産を失い此の現実
を直視して民主国家の熟成に努力せなくては。69才

戦争，国内空襲，思想弾圧，疎開事情等々，写真でみせられて今，改めて平和の有り難
さを感じて居ります。学徒でビルマの果てまで征って慰安婦に接した事はなかったが写真
でびっくりして居ります。再びあの様な戦争は防ぎましょう。　70才

このような展示を引き続き県内各地でおこなってほしい。今年に限らず毎年続いていっ
てほしい。　32才

95平和のための戦争員実行委員会作成の感想文集より抜粋
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「95平和のた吟の戦争展　かながわ」感想文

わたしは，しらなかったことが　あったので　よかったと　思いました。ビデオとかも
みたので　よくわかりました。どうして　せんそうが　はじまったかか　しりたいです。
7才

痛々しい限りだった。写真や文章から当時の様子が目を通してみてわかる。父も戦時中
の生まれで当時の事はよくきかされていたが，あんなにもひどい状況だとはわからなかっ
た。現在日本は平和（と言える状態ではないが）だが，これから先どんな事が起きるとも
限らない。それを防いでいくのが今の我々の世代ではないだろうか。16才

（げんばく）戦争でたくさんの人が亡くなったのに，まだかくじっけんをしようとして
いる国があるのはゆるせない。なにも悪いこともしてない人たちをたくさん日本軍は殺し
た。これもゆるせないと思う。12才

生写真はなかなか見れないので今日の展示の時，胸の痛み（写真の悲劇さ）と，見れた
うれしさで気持ちがごちゃまぜになっていた。戦争の時は『図のため』 『天皇のため』と
かTVとかでよく言ってたと思うけど今の時代はみんな国のために自分を犠牲になんかで
きないと思う。16才

普段何気なく生活している分には，こういう事実があったなんてみじんも感じられませ
ん。ですが，この平和な日々の影に尊い犠牲が支払われたこともわすれてはならない事実
です。だからこの戦争展はそういった事実を風化させないためにもとても重要な役割をも
っているといえるでしょう。この悲しい出来事を繰り返さないためにも，僕等でその役割
を受け継いでいきたいです。15才

。学校の授業や祖母の話などで，けっこう戦争の事は分かっているつもりでした。しかし
今日，写真や資料を実在にみたり手に取ったりしてみて戦争のすごさ”恐ろしさが今ま
でにはないほど伝わって来ました。また，原爆による被災を唯一受けている日本として，
フランス”中国などの核実験にはぜったいに反対・中止をもとめていかなければならない
と思います。今日はとても良い経験をしたと思います。16才

日本軍の中国（アジア諸国）への侵略はとてもひどいものでした。同じ人間なのに！
日吉台地下にあった司令部は初めて知りました。今・大学に通っている学生は知っている
のでしょうかふ横須賀に住んでいますが，軍関係の基地の多さにあらためてびっくりしま
した。平和の運動をおおくの人にひろめていきたいし，自分も勉強していきたい。29才

戦争を一面からだけみるのではなく・歴史の史実に沿って見ることができてよかったと
思う。自分の出身校で戦時中に毒ガス兵器を作るために学生がはたらかされていたという
ことを，今日初めて知ってショックだった。29才

弓削先生の講演をきかせて頂きました。「あの戦争」というのが15年戦争だけではな
く明治以前からさかのぼっていかなくてはならないことがわかり，とても（難しい）勉強
になりました。ただ，年号と語いが多く頭の中で湿乱してしまったので資料などをいた
だけるとよかったと思います。24才

弓削先生の「今，日本の真の国際貢献とは過去の侵略戦争に謝罪すること」という言葉
は同感です。今日の話は1889年以来の近代史を跡づけられ記憶の整理となりました。
福沢諭吉に関する先生の話は啓蒙的でした0最後に述べられた戦後50年，国民の責任
論には多少異論を感じます。68才
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
1
2

日

吉

の

日

々

4

昭
和
一
九
年
三
月
頃
か
ら
敗
戦

ま
で
連
合
艦
隊
司
令
長
官
付
の
従

兵
で
あ
っ
た
金
子
氏
の
お
話
で
す
。

金
子
　
善
一
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

昭
和
一
七
年
徴
兵
検
査
甲
種
合

格
。
一
年
二
ヵ
月
後
に
武
山
の
海

兵
団
に
入
隊
し
た
。
卒
業
後
、
三

重
航
空
隊
に
配
属
さ
れ
た
の
ち
、

奈
良
県
の
丹
波
町
（
天
理
市
近
辺
）

の
予
科
練
に
移
っ
た
。
昭
和
一
九

年
三
月
、
私
ほ
か
九
名
に
「
大
淀

に
乗
艦
を
命
ず
」
と
い
う
指
示
が

あ
っ
た
。
乗
艦
し
た
途
端
当
番
兵

に
カ
ツ
を
入
れ
ら
れ
、
兵
員
室
に

案
内
さ
れ
三
機
三
連
装
機
銃
に
つ

け
と
い
わ
れ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
桑
原
春
雄
副

官
（
大
佐
）
に
連
合
艦
隊
の
従
兵

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
従
兵
は
家
柄
が

良
く
な
け
れ
ば
な
れ
ず
、
八
親
等

ま
で
調
べ
ら
れ
る
そ
う
だ
。
私
の

実
家
は
磯
子
近
郊
の
大
地
主
で
農

業
を
や
っ
て
い
た
。

従
兵
長
は
上
等
兵
曹
の
岩
館
氏
、

下
に
二
等
兵
曹
の
本
橋
氏
が
い
た
。

私
は
見
習
で
あ
っ
た
。
厳
し
か
っ

た
が
ビ
ン
タ
は
な
か
っ
た
。
偉
い

人
の
前
に
出
る
時
醜
い
格
好
を
し

て
い
て
は
い
け
な
い
の
で
、
ビ
ン

タ
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
草
鹿
龍
之
介
参
謀
長

（
中
将
）
の
従
兵
に
な
っ
た
。
当

時
、
豊
田
副
武
長
官
の
従
兵
は
北

島
氏
で
、
昭
和
一
九
年
夏
頃
、
三

笠
宮
が
こ
ら
れ
た
時
、
昼
食
の
ス

ー
プ
を
運
ん
で
い
て
こ
ぼ
し
、
宮

様
の
椅
子
に
少
し
か
か
っ
た
た
め
、

従
兵
長
の
怒
り
に
ふ
れ
更
迭
さ
れ

た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
私

が
長
官
付
の
従
兵
に
な
っ
た
。

海
軍
で
は
昼
は
洋
食
と
決
っ
て

い
て
、
従
兵
は
食
器
の
並
べ
方
、

持
ち
方
、
食
べ
方
な
ど
を
最
初
に

教
え
ら
れ
た
。
長
官
が
食
事
を
す

る
時
は
非
常
時
を
除
い
て
軍
楽
隊

が
演
奏
し
た
。
食
事
は
軍
属
の
烹

炊
長
が
つ
く
り
、
従
兵
が
運
ん
だ
。

長
官
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
、

例
え
ば
洋
服
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
た
り
、
靴
下
や
肌
着
を
洗
濯

し
た
り
し
た
。
従
兵
は
大
事
に
さ

れ
て
い
た
。
太
っ
て
き
た
私
は

特
別
に
服
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

昭
和
一
九
年
夏
頃
、
長
官
は
九

州
の
鹿
屋
航
空
隊
に
特
攻
隊
を
激

励
に
行
っ
た
。
私
も
つ
い
て
い
っ

た
。
鹿
屋
は
俗
に
一
式
ラ
イ
タ
ー

と
呼
ば
れ
、
人
間
魚
雷
の
特
攻
基

地
で
あ
っ
た
。
長
官
は
豊
田
副
武

と
書
い
た
短
剣
を
特
攻
隊
員
一
人

一
人
に
渡
し
た
。
み
な
感
激
し
て

国
の
為
と
信
じ
死
の
出
撃
に
向
っ

っ
て
い
っ
た
。

連
合
艦
隊
が
日
吉
に
移
転
し
て

か
ら
は
、
慶
大
の
寄
宿
舎
の
中
寮

に
い
た
。
豊
田
長
官
は
南
寮
に
寝

泊
り
し
て
お
り
、
時
々
源
田
実

（
戦
後
衆
議
院
議
員
）
が
訪
問
し

た
。
敗
戦
間
近
長
官
は
東
北
地
方

の
航
空
隊
基
地
な
ど
に
時
々
激
励

に
出
か
け
た
。

中
寮
と
南
寮
の
間
に
長
官
専
用

の
風
呂
が
あ
り
、
西
側
に
別
の
大

き
な
風
呂
が
あ
っ
た
。
烹
炊
所
は

昭和19年11月、日吉司令部の作戦室で執務中の司令長官豊田副武大将。左端にいるのが参
謀長草鹿龍之介中将、右端が航空参謀淵田美津雄中佐、長官の後ろが副官桑原春雄中佐。
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そ
れ
ぞ
れ
の
寮
に
、
作
戦
室
は
中

寮
に
あ
っ
た
。
寮
の
東
側
の
少
し

離
れ
た
所
に
機
関
兵
の
宿
舎
が
あ

り
、
自
動
車
の
整
備
を
し
て
い
た
。

食
事
は
か
な
り
よ
か
っ
た
。
参

謀
以
上
の
将
校
は
銀
シ
ャ
リ
（
飯
）

を
食
べ
て
い
た
。
朝
食
は
味
噌
汁
、

干
物
、
甘
煮
、
漬
物
な
ど
。
昼
食

は
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
を
使
っ

て
の
洋
食
で
、
肉
料
理
の
時
に
は

ワ
イ
ン
が
つ
い
た
。
中
尉
以
上
と

以
下
は
遠
い
、
少
佐
以
上
は
ま
た

違
う
。
下
士
官
は
麦
と
米
の
割
合

が
七
：
三
で
あ
っ
た
。
量
は
十
分

に
あ
り
、
腹
が
減
る
事
は
な
か
っ

た
。
食
糧
事
情
は
よ
く
、
地
下
に

備
蓄
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

中
寮
と
北
寮
の
間
で
七
面
鳥
を

飼
っ
て
い
た
。
「
ニ
ワ
ト
リ
を
飼

っ
た
経
験
者
は
い
な
い
か
」
と
い

っ
て
飼
育
係
を
募
集
し
、
一
人
の

兵
士
が
か
か
り
き
り
で
面
倒
を
み

て
い
た
。
長
官
が
盆
栽
を
貰
っ
た

時
も
経
験
者
を
募
集
し
た
。

連
合
艦
隊
が
丘
に
上
が
っ
た
こ

と
を
聞
い
た
時
、
兵
隊
た
ち
も
勝

ち
目
は
な
い
と
思
っ
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

六
号
よ
り
抜
粋
転
載
）

写
真
は
中
島
親
孝
著
「
連
合
艦
隊

作
戦
室
か
ら
見
た
太
平
洋
戦
争
」

光
人
社
一
九
八
八
よ
り

昭和20年1月、日吉司令部作戦室前の聯合監隊幕僚。

左から参謀副長の高田少将、神立金作軍医長、

司令長官豊田大将、侍従武官・参謀長革鹿中将。

後列の左から3人目が著者。

「
9
5
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
か
な
が
わ
」
に
つ
い
て
は
、
開
催
ま
ぎ
わ
に
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

ご

覧

に

な

ら

れ

ま

し

た

で

し

ょ

う

か

。

神

奈

川

新

聞

9

5

・

8

・

9

の

記

事

を

お

届

け

し

ま

す

。

若
い
世
代
に
平
和
訴
え

鎌
倉
で
1
1
日
か
ら
「
戦
争
展
」

が
協
力

市
民
団
体
写
真
な
ど
3
0
0
点

平
和
の
大
切
さ
を
、
戦
争
展
を
通
し
て
訴
え
た
い
－
。
　
「
’
9
5
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
か
な
が

わ
」
が
、
三
日
か
ら
鎌
倉
市
大
船
の
鎌
倉
芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
る
。
主
催
は
同
実

行
委
（
弓
削
達
委
員
長
）
。
こ
れ
ま
で
、
個
々
に
平
和
を
訴
え
て
き
た
各
団
体
が
、
主
催
者
の

呼
び
掛
け
で
初
め
て
協
力
し
合
っ
た
戦
争
展
で
、
会
場
に
は
写
真
パ
ネ
ル
を
中
心
に
、
資
料
、

遺
品
な
ど
約
三
百
点
が
展
示
さ
れ
る
。

戦
争
展
の
テ
ー
マ
は
「
戦
争

と
神
奈
川
」
。
戦
争
を
体
験
し

て
い
な
い
若
い
世
代
の
関
心
を

呼
ぶ
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
、

と
い
う
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
1
で
は

「
相
模
海
軍
工
廠
（
し
ょ
う
）
」

「
藤
沢
み
そ
の
地
区
特
殊
地
下

壕
（
ご
う
）
」
「
座
間
地
下
飛
行

機
工
場
」
「
田
奈
火
薬
補
給
廠
」

「
船
と
戦
争
」
「
日
本
の
侵
略

戦
争
」
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
で
は

「
戦
争
と
教
育
」
「
戦
時
下
の

市
民
生
活
」
　
「
女
性
と
戦
争
」

「
私
の
町
に
も
戦
争
が
あ
っ
た
」

が
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
写
真
や
現
物
、
地

図
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
な
か

で
も
米
穀
通
帳
や
衣
料
キ
ッ
プ

な
ど
は
、
当
時
の
市
民
生
活
の

一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
。
「
戦

時
下
の
市
民
生
活
」
は
普
段
ほ

と
ん
ど
目
に
ふ
れ
な
い
も
の
だ

け
に
関
心
を
呼
び
そ
う
。
教
育

勅
語
の
現
物
と
パ
ネ
ル
、
学
校

儀
式
、
軍
需
教
練
、
学
童
疎
開
、

勤
労
動
員
と
い
っ
た
当
時
の

〝
教
育
〝
も
写
真
で
紹
介
さ
れ

る
。

「
私
の
町
に
も
戦
争
は
あ
っ

た
」
で
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
日
吉
台
地
下
壕
を
保

存
す
る
会
が
紹
介
、
併
せ
て
旧

陸
軍
謀
略
秘
密
基
地
登
戸
研
究

所
跡
の
写
真
も
展
示
さ
れ
る
。

ほ
か
に
、
戦
没
船
を
記
録
す
る

会
の
「
輸
送
船
の
悲
劇
」
、
「
治

安
維
持
法
下
の
反
戦
平
和
の
戦

い
」
「
マ
ス
コ
ミ
と
戦
争
」
「
今

も
残
る
米
軍
革
地
」
な
ど
、
戦

時
下
に
お
け
る
抵
抗
の
模
様
な

ど
も
紹
介
さ
れ
る
。

「
戦
争
展
」
は
十
三
日
ま
で

行
わ
れ
る
が
、
期
間
中
の
十
一

日
午
後
三
時
か
ら
「
戦
後
5
0
年

に
問
わ
れ
る
も
の
」
と
題
し
て
、

実
行
委
員
長
の
弓
削
達
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
大
学
長
が
講
演
す

る
。
引
き
続
い
て
「
戦
争
体
験

を
聞
く
会
」
　
（
午
後
五
時
）
、

十
二
日
は
弾
き
語
り
に
よ
る
戦

争
回
想
（
午
後
一
時
）
、
十
三

日
は
鎌
倉
近
代
美
術
館
の
水
沢

勉
学
芸
員
に
よ
る
「
戦
争
と
美

術
・
日
本
と
ド
イ
ツ
」
）
と
題
す

る
記
念
講
座
が
開
か
れ
る
。
入

場
無
料
。
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運

営

委

員

会

報

告

第
二
回

九
月
五
打
一
八
時
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

議
事
▼
地
下
壕
保
存
の
陳
情
に
つ
い
て

＊
六
月
二
六
日
ぶ
っ
つ
き
、
再
度

史
書
の
検
討
を
は
じ
め
、
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
務
し
合
わ
れ
た
。

＊
年
内
に
横
浜
市
長
、
神
奈
川
県

知
事
に
陳
情
す
る

＊
会
報
三
五
号
に
署
名
を
集
め
る

こ
七
が
決
定
し
た
こ
と
、
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
旨
を
掲
載
す
る

＊
署
名
集
め
の
依
頼
状
、
隊
憫
署

名
用
紙
、
地
下
壕
の
概
略
と
写
真

を
載
せ
た
資
料
を
「
括
し
、
会
報

第
三
五
号
と
と
も
に
発
送
す
る

＊
九
月
二
七
日
に
発
送
作
業
が
出

来
る
よ
う
、
準
備
す
る

＊
会
員
お
よ
び
今
ま
で
の
見
学
会

な
ど
に
参
加
し
た
人
々
に
も
お
願

い
す
る

＊
生
協
、
労
組
、
学
生
ゼ
ミ
な
ど

に
も
お
願
い
す
る

＊
締
切
り
は
一
一
月
三
〇
月
と
す

る＊
一
一
月
三
〇
日
ま
で
有
効
の
近

信
用
封
筒
を
同
封
す
る

幹

事

会

報

告

第

二

回

七
月
一
八
日
二
一
時
～

プ
ル
主
ベ
ア

報
告
（
第
三
四
号
掲
載
の
つ
づ
き
）

二
一
、
七
月
一
五
昆
～
一
七
日
川

崎
市
平
間
の
法
田
寺
で
「
戦
後
五

〇
年
・
私
の
町
平
間
で
戦
争
が
わ
”

か
る
」
を
開
催
。
理
域
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
資
料
・
写
真
を
展
示
公
開
。

日
吉
台
地
下
壕
と
登
戸
研
究
所
の

写
真
や
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
た
”

二
二
、
同
一
八
日
戦
争
展
反
管
会

開
催
二
三
、
同
一
八
日
保
存
の
会
幹
事

会
開
催

二
四
、
同
二
二
日
慶
応
の
理
事
と

鮫
島
会
長
、
東
郷
副
会
長
、
寺
田

事
務
局
長
と
の
会
談
予
定

二
五
、
八
月
一
一
日
～
二
二
日
一

鎌
倉
芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
る
「
9
5
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
か
な
が
わ
」
に
保
有
の
会
も
参

加
。
写
真
、
パ
ネ
ル
の
展
示
、
小

冊
子
、
絵
葉
書
の
堅
皆
予
亮

二
六
、
同
二
〇
日
月
吉
地
区
セ
ン

タ
ー
「
戦
後
5
0
年
特
別
企
画
」
に

よ
る
見
学
会
予
定

二
七
、
同
二
八
日
泉
区
小
中
学
校

社
会
科
教
員
に
よ
る
見
学
会
予
定

二
八
、
一
二
月
二
日
大
学
生
協
平

和
文
レ
ク
委
員
会
に
よ
る
見
学
会

予定．
二
九
、
同
七
日
下
田
小
P
T
A
に

よ
る
見
学
会
予
定

お知らせ

日吉台地下壕見学会

日時‥11月26日（日）

集合時間：午後1時―

集合場所：東急東横線

日吉駅改札口

会費：500円

準備す”る物．‥懐中電燈
深い長靴

所用時間‥3）～4時間

申込み：往復はがきで

事務局まで
定員30名で打切らせて

いただきます。

注意：①民家に迷惑を　横
かけない

②域内の湧き水を
滴らさない

③説明会場へは泥を
ぬぐってかち入る

～　一ヽ一　′ヽ一　ノヽ―・一ヽヽ一　～　～　一ヽ′　一ヽ一　一ヽ′　～　～一ヽ一

慶
応
生
協
教
職
員
委
員
会
企
画

「
敗
戦
五
〇
周
年
展
」
の
見
学
と

講
演
会
の
お
知
ら
せ

日
時
‥
一
〇
月
五
日
（
未
）

午
後
五
時
半
～

域
刷
二
二
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

「
（
新
館
）
前
集
合

講
師
：
白
井
厚
経
済
学
教
授

テ
ー
マ
‥
「
な
ん
で
あ
ん
な
戦
争

を
・
・
そ
の
時
、
大
学

は
・
・
？
」

参
加
費
：
無
料


